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トンボ相の変化でみた岡山市街地中心および 
 

その周辺の昭和戦前期と現代の環境の変遷

松　本　光　平　・　宮　本　真　二

― 論　文　要　旨 ―

　昭和戦前期と現在のトンボ相の比較から現代とは異なる人間の暮らしや温暖化等の環境変化の影
響を検討した。 
　その結果，大半の調査地が昭和戦前期に比べ環境が悪化していた。しかしその一方で，川幅の拡
大から生息環境が好転した地域を見いだすことができた。また現地調査においてタイワンウチワヤ
ンマを確認したことから，気温の上昇が考えられ，アキアカネやノシメトンボなど農薬の影響を受
けやすい種が確認できなかったことから，昭和戦前期に比べ昭和戦前期に比べ農薬の使用量や毒性
が上がったことによる生息環境の悪化が推測された。

キーワード：伊藤芳明コレクション，生息環境，レッドデータブック，オグマサナエ，ムスジイトトンボ
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１．はじめに
　これまで岡山市のトンボ相はアマチュアのトンボ愛
好家などによって調査，報告がなされている（守安，
2003）が，昭和戦前期の資料は限定的である。
　倉敷市立自然史博物館には当該期の資料（伊藤芳明コ
レクション）が収蔵されており，その資料中のトンボ相
に関する調査を行った。この伊藤芳明コレクションの
経緯とトンボの目録は，小野（1990）によって紹介され

（加藤・渡辺，2019），当該期の自然環境を推測する貴重
な資料として評価されている。博物館所蔵標本は絶滅し
た種や個体群の遺伝子解析（Nakahama，2021）など多
種多用の研究に活用され，近年も古い標本が発見・報告
されている（奥島・三宅，2020；山地ほか，2020）。
　トンボは古くから益虫として知られ，人と共生してき
た（石田・村田，1992）。しかし，近年トンボは，都市
の開発や農地における農薬散布，河川の土木工事などの
人為的な影響によって生息地を大幅に減少させている

（河瀬ほか，2018）。さらにアメリカザリガニによる水域
環境の改変の影響も懸念されており（大庭ほか，2018），
トンボの減少，絶滅要因や今後の開発について検討する
必要がある。そしてトンボの幼虫は水域に生息し，特殊
な生態をもつことから環境の指標となっている種も多く

（枝，2010），昭和戦前期と現在のトンボ相を比較するこ
とで，人間活動の変化や地球温暖化等の環境変化の影響
を明らかにできるものと考えられる１）。

２．研究方法と対象地域の概観
（１）戦前の主な資料：伊藤芳明のコレクション
　岡山県第一岡山中学校（現岡山県立朝日高等学校）の
生徒であった伊藤氏のコレクションである。1937年（昭
和12年）前後の岡山市門田周辺の採集品が中心で，倉
敷市立自然史博物館にトンボ目，チョウ目，甲虫目，ハ
チ目の標本が収蔵されている。これまで小野（1990：
1991：1996）によってトンボ目，チョウ目，甲虫目（ハ
ムシ科），加藤・渡辺（2019）によってハチ目の記録が
報告されており，岡山県絶滅種指定（岡山県野生動植物
調査検討会編，2020a）のベッコウトンボ，シータテハ
の標本を含むなど貴重な資料といえる（第１図）。

（２）岡山県第一岡山中学校の雑誌
　岡山県第一岡山中学校の博物同好会が刊行した科学雑
誌である『博物同好會々報』～『岡山一中科學班雑誌』
の全９巻からなり，生徒による生物分野や科学分野など
の記録が示されている。この雑誌の詳細については奥
島・岡本（2020a，b）で紹介されている（第２図）。 

（３）調査方法
　戦前の文献，標本から地名，和名を抽出し，現在の地
名と同じと思われる箇所を，ヤゴは水網，成虫は捕虫網
でのスウィーピング，見つけ採りで採集した。なおヤゴ
の抜け殻も採集対象とし，成虫，抜け殻は全て標本とし
て保管した。年数が経過しているため和名が変化してい
るものも多く，和名の変更については『日本昆蟲圖鑑』

（内田，1932），『原色日本昆虫生態図鑑（II）』（石田，
1969），『原色千種昆蟲圖譜』（平山，1933），『日本昆蟲
大圖鑑』（松村，1931）など当時の文献から確認した。
　文献や標本のデータから対象地域を津高周辺（岡山市
北区津島・津高台・津高），岡山城（岡山市北区丸の内），
沢田周辺（岡山市中区沢田），原尾島周辺（岡山市中区
原尾島の百間川流域），門田周辺（岡山市中区門田本町・
門田屋敷・門田文化町・東山）とした。
　調査期間は2020年５月～2020年12月で各箇所，月１回
を目途に現地調査を行った（第３図）。

３．結果
　アオイトトンボ科２種，カワトンボ科１種，モノサシ
トンボ科１種，イトトンボ科４種，ヤンマ科４種，サナ
エトンボ科６種，オニヤンマ科１種，ヤマトンボ科１

第１図　�岡山県沢田産ベッコウトンボ（伊藤芳明コレクション）
倉敷市立自然史博物館保管（登録番号KURAJI20459）

第２図　岡山県第一岡山中学校の雑誌
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種，トンボ科13種の９科33種を採集・確認した。なお採
集した個体数は138個体であった。
　水生植生の有無，確認できたトンボの種数の変化か
ら，環境が悪化したのが沢田で，環境が悪化しつつも良
好となったと考えられたのが門田本町である。そして環
境が好転したと考えられたのが原尾島周辺で，昭和戦前
期の記録の少なさや地名の対比が困難であったのが岡山
城，津高周辺であった。また生息環境が確認できなかっ
たのが門田屋敷，門田文化町，東山，神宮寺山古墳とい
う結果となった（第４図，表１）。

（１）津高周辺
　岡山県第一岡山中学校の雑誌の中に「半田山の麓付近
にハラビロトンボ，コオニヤンマが多く生息していた」

（久城，1939；松本，1939）との記録が確認できた。今
回の調査で津島ではサラサヤンマが採集された。津高
台，津高においては田畑や池が残されていたが，確認で
きたのは一般的な種ばかりで環境指標となる種は得られ
なかった（表２，３）。

（２）神宮寺山古墳
　岡山県第一岡山中学校の雑誌から「ヒメヤマトンボ

第３図　対象地域の昭和戦前期の地名（左）と現在の地名（右）

第４図　昭和戦前期と現在での環境変化の比較
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（ヤマサナエ）が生息していた」（松本，1939）との記
録，標本ではコオニヤンマ，ショウジョウトンボ，ニホ
ンカワトンボが確認できた。しかし現在ではヤゴが生息
できる環境は確認できず，５月のみ調査を行ったが，成
虫も得られなかった（表４）。

（３）岡山城（岡山一中）
　岡山県第一岡山中学校で採集されたコシアキトンボの
標本が確認できた。伊藤芳明コレクションに含まれてお
り，採集者もＹ，Ｉとなっていることから伊藤芳明氏の

採集品であると考えられる。岡山県第一岡山中学校は現
在の朝日高校の前身で，現在の岡山城内に校舎が位置し
ていた。現在の岡山城においても堀が残されており，堀
の水量も一年を通し変化していない状態であった。今回
は堀の中の調査は行っていないが，ギンヤンマ，アオモ
ンイトトンボなどの産卵やタイリクアカネなど多種が確
認できたことから，トンボにとって重要な成虫の生息環
境になっているといえる。しかしながら昭和戦前の記録
はコシアキトンボの一種のみで，トンボ目のみでの比較
は困難であった（表５，６）。

（４）岡山市中区沢田
　岡山一中の雑誌では「タカネトンボ，トラフトンボが
沢田で採集できる」（久城，1939）（松本，1939），「沢田
の池畔にタカネトンボがいる」（西田，1941）などの記
録や，守屋（1939）では沢田に生息するトンボ21種が記
載されており，伊藤芳明コレクションからも沢田ラベル
のものが多数確認できた。とりわけ沢田では岡山県で絶
滅種に指定されているベッコウトンボの記録が残され
ており，「沢田でベッコウトンボを採集」（久城，1939）

「数は少ないが生息している」（松本，1939）との記録や
標本も確認できる。本種は背の高い抽水植物が密生する
好環境の池に生息する（尾園，2017）ことから，かつて
は沢田の池がそのような環境であったことが推測でき
る。現在の沢田には池が複数分布しているが，いずれも
護岸されており，アメリカザリガニやブラックバスなど
の外来種も観察され，水生植生も壊滅的であったことか
ら，ベッコウトンボの生息できるような生息環境は確認

表１　調査結果とその特徴
トンボ種数（戦前） トンボ種数（今回）

沢田 8科21種 6科13種

門田本町 4科17種 5科14種

原尾島 2科 3種 8科20種

岡山城 1科 1種 5科10種

津高周辺 2科 2種 5科13種

表２　津高周辺の記録（昭和戦前期）
学　　　名 和　名

サナエトンボ科 　

Sieboldius albardae Selys, 1886 コオニヤンマ

トンボ科 　

Lyriothemis pachygastra （Selys, 1878） ハラビロトンボ

表３　津高周辺の記録（今回の調査）
学　　　名 和　名

アオイトトンボ科 　

Lestres temporalis Selys, 1883 オオアオイトトンボ

イトトンボ科 　

Ischnura senegalensis （Rambur, 1842） アオモンイトトンボ

サナエトンボ科 　

Asiagomphus.sp アジアサナエ属の一種

ヤンマ科 　

Sarasaeschna pryeri （Martin, 1909） サラサヤンマ

Planaeschna milnei milnei （Selys, 1883） ミルンヤンマ

Anax parthenope julius Brauer, 1865 ギンヤンマ

トンボ科 　

Rhyothemis fuliginosa Selys, 1883 チョウトンボ

Sympetrum darwinianum （Selys, 1883） ナツアカネ

Pseudothemis zonata （Burmeister, 1839） コシアキトンボ

Crocothemis servilia mariannae Kiauta, 1983 ショウジョウトンボ

Pantala flavescens （Fabricius, 1798） ウスバキトンボ

Orthetrum albistylum speciosum （Uhler, 1858） シオカラトンボ

Orthetrum melania melania （Selys, 1883） オオシオカラトンボ

表４　神宮寺山古墳の記録（昭和戦前期）
学　　　名 和　名

カワトンボ科

Mnais costalis Selys, 1869 ニホンカワトンボ

サナエトンボ科

Sieboldius albardae Selys, 1886 コオニヤンマ

Asiagomphus melaenops （Selys, 1854） ヤマサナエ

表５　岡山一中の記録（昭和戦前期）
学　　　名 和　名

トンボ科 　

Pseudothemis zonata （Burmeister, 1839） コシアキトンボ

表６　岡山城の記録（今回の調査）
学　　　名 和　名

カワトンボ科 　

Atrocalopteryx atrata （Selys, 1853） ハグロトンボ

イトトンボ科 　

Ischnura senegalensis （Rambur, 1842） アオモンイトトンボ

サナエトンボ科 　

Sinictinogomphus clavatus clavatus （Fabricius, 1775） ウチワヤンマ

ヤンマ科 　

Anax parthenope julius Brauer, 1865 ギンヤンマ

トンボ科 　

Rhyothemis fuliginosa Selys, 1883 チョウトンボ

Pseudothemis zonata （Burmeister, 1839） コシアキトンボ

Sympetrum striolatum imitoides Bartenef, 1919 タイリクアカネ

Crocothemis servilia mariannae Kiauta, 1983 ショウジョウトンボ

Pantala flavescens （Fabricius, 1798） ウスバキトンボ

Orthetrum albistylum speciosum （Uhler, 1858） シオカラトンボ
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できなかった。
　ヤゴの調査ではシオカラトンボ，コシアキトンボなど
のよく見られる種のみの記録となったが，成虫はタイワ
ンウチワヤンマを含む止水系，流水系のトンボを多数確
認し，レッドデータブック記載種のオグマサナエも確認

できた（第５図，表７，８）。

（５）原尾島　
　伊藤芳明コレクションから原尾島ラベルの標本が確認
できた。本来ならば原尾島全域を調査するべきではある
が，百間川以外に水域が確認できなかったことから今回
の調査では百間川のみを調査した。
　戦前の百間川は旭川の放水路で，通常は田畑が展開し
ていた（岡山市地名研究会，1989）。記録ではハラビロ
トンボ，シオヤトンボ等の止水系のトンボのほか，流水
系のキイロサナエが確認できた。キイロサナエは河川や
用水路の砂泥底に生息し，ハラビロトンボ，シオヤトン
ボは湿田や池沼に生息する種である（尾園，2019）こと
から，田園地帯であったことがうかがえる。
　1948年撮影の空中写真と比較しても現在の百間川は川
幅が広くなり，護岸がされている箇所が確認でき，ヒメ
ガマなどの植生も確認できた。現地調査では流水系では
カワトンボ科やモノサシトンボ科，サナエトンボ科など
多種のトンボが確認でき，コノシメトンボなど止水系の
トンボも多数確認できた。レッドデータブック記載種の
オグマサナエも確認できており，昭和戦前期より種数が
増加した（表９，10）。

表８　沢田の記録（今回の調査）
学　　　名 和　名

イトトンボ科 　

Ischnura senegalensis （Rambur, 1842） アオモンイトトンボ

ヤンマ科 　

Anax parthenope julius Brauer, 1865 ギンヤンマ

サナエトンボ科 　

Sinictinogomphus clavatus clavatus （Fabricius, 1775） ウチワヤンマ

Ictinogomphus pertinax （Selys, 1854） タイワンウチワヤンマ

Trigomphus ogumai Asahina, 1949 オグマサナエ

Asiagomphus pryeri （Selys, 1883） キイロサナエ

オニヤンマ科 　

Anotogaster sieboldii （Selys, 1854） オニヤンマ

ヤマトンボ科 　

Epophthalmia elegans elegans （Brauer, 1865） オオヤマトンボ

トンボ科 　

Sympetrum risi risi （Selys, 1872） リスアカネ

Pseudothemis zonata （Burmeister, 1839） コシアキトンボ

Pantala flavescens （Fabricius, 1798） ウスバキトンボ

Orthetrum albistylum speciosum （Uhler, 1858） シオカラトンボ

Orthetrum melania melania （Selys, 1883） オオシオカラトンボ

表９　原尾島の記録（昭和戦前期）
学　　　名 和　名

サナエトンボ科 　

Asiagomphus pryeri （Selys, 1883） キイロサナエ（標）

トンボ科 　

Lyriothemis pachygastra （Selys, 1878） ハラビロトンボ（標）

Orthetrum japonicum （Uhler, 1858） シオヤトンボ（標）

表７　沢田の記録（昭和戦前期）
学　　　名 和　名

カワトンボ科 　

Atrocalopteryx atrata （Selys, 1853） ハグロトンボ

Mnais.sp カワトンボ属の一種

モノサシトンボ科 　

Pseudocopera annulata （Selys, 1863） モノサシトンボ

イトトンボ科 　

Ceriagrion melanurum Selys, 1876 キイトトンボ

ヤンマ科 　

Gynacantha japonica Bartenef, 1909 カトリヤンマ

Anax parthenope julius Brauer, 1865 ギンヤンマ

Anax nigrofasciatus nigrofasciatus Oguma, 1915 クロスジギンヤンマ（標）

サナエトンボ科 　

Sinictinogomphus clavatus clavatus （Fabricius, 1775） ウチワヤンマ（標）

Trigomphus ogumai Asahina, 1949 オグマサナエ（標）

オニヤンマ科 　

Anotogaster sieboldii （Selys, 1854） オニヤンマ

エゾトンボ科 　

Epitheca marginata （Selys, 1883） トラフトンボ

Somatochlora uchidai Forster, 1909 タカネトンボ

トンボ科 　

Sympetrum infuscatum （Selys, 1883） ノシメトンボ

Sympetrum frequens （Selys, 1883） アキアカネ

Crocothemis servilia mariannae Kiauta, 1983 ショウジョウトンボ

Lyriothemis pachygastra （Selys, 1878） ハラビロトンボ

Orthetrum albistylum speciosum （Uhler, 1858） シオカラトンボ

Orthetrum japonicum （Uhler, 1858） シオヤトンボ

Orthetrum melania melania （Selys, 1883） オオシオカラトンボ

Libellula quadrimaculata asahinai Selys, 1883 ヨツボシトンボ（標）

Libellula angelina Selys, 1883 ベッコウトンボ（標）

※戦前の記録の（標）は標本としても残っている意味である。

第５図　�タイワンウチワヤンマ　筆者採集，倉敷市立自然史
博物館保管（登録番号KURAJI177948）
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（６）門田周辺
　岡山一中の雑誌から「七八月の東山瑜伽山でマルタン
ヤンマを採集」（久城，1939），「瑜伽山にてナニワトン
ボを採集」（無記名，1940）などの記述が確認できたほ
か，山根（1942）では，トラフトンボが瑜伽山に産す希
少種として記載されていた。また伊藤芳明コレクショ
ンの標本からも瑜伽山，門田屋敷，門田の地名が確認で
き，ほかの箇所に比べ多く記録されていた。瑜伽山は細
謹舎（1940）によれば，現在の門田本町，門田文化町付
近に位置している山の名称であり，現在はその名称は使
われておらず，墓地となっている。
　記録に残っている箇所のうち，門田本町においては墓
地が点在していることもあり，樹々に囲まれ，ヨシやヒ
メガマなどの植生のある池が複数確認できた。トンボ
目ではヨツボシトンボやクロスジギンヤンマなど止水系
のトンボを多数確認できた。また昭和戦前期の記録に
はホンサナエの記録があるが，本種は近年減少が懸念
されている種である（岡山県野生動植物調査検討会編，
2020a）。この種においては近年の記録も確認できること
から，現在も少なからず生息していると思われる。
　門田屋敷，門田文化町，東山においては現在住宅街と
なっておりトンボの生息できる環境は確認できなかった

（表11，12）。

（７）東山・東山貯水池
　戦前の記録から東山貯水池，東山の地名が確認でき
た。東山という地名であるが特定が困難であった。東山
は岡山一中の雑誌においても瑜伽山の地名と共に記載さ
れているものが多く，瑜伽山付近の地名である可能性が
高い。現在では東山公園に当該地名が残されているが，

「現在の操山を東山と呼んでいた」（小野，2011）との資
料もあり，特定することはできなかった。
　東山貯水池ではナニワトンボの記録があり，本種は樹

表10　原尾島の記録（今回の調査）
学　　　名 和　名

アオイトトンボ科 　

Lestes sponsa （Hansemann, 1823） アオイトトンボ

カワトンボ科 　

Atrocalopteryx atrata （Selys, 1853） ハグロトンボ

モノサシトンボ科 　

Pseudocopera annulata （Selys, 1863） モノサシトンボ

イトトンボ科 　

Paracercion hieroglyphicum （Brauer, 1865） セスジイトトンボ

Ischnura senegalensis （Rambur, 1842） アオモンイトトンボ

ヤンマ科 　

Anax parthenope julius Brauer, 1865 ギンヤンマ

サナエトンボ科 　

Sinictinogomphus clavatus clavatus （Fabricius, 1775） ウチワヤンマ

Sieboldius albardae Selys, 1886 コオニヤンマ

Trigomphus ogumai Asahina, 1949 オグマサナエ

Asiagomphus.sp アジアサナエ属の一種

ヤマトンボ科 　

Epophthalmia elegans elegans （Brauer, 1865） オオヤマトンボ

トンボ科 　

Rhyothemis fuliginosa Selys, 1883 チョウトンボ

Sympetrum striolatum imitoides Bartenef, 1919 タイリクアカネ

Sympetrum baccha matutinum Ris, 1911 コノシメトンボ

Sympetrum eroticum eroticum （Selys, 1883） マユタテアカネ

Pseudothemis zonata （Burmeister, 1839） コシアキトンボ

Deielia phaon （Selys, 1883） コフキトンボ

Pantala flavescens （Fabricius, 1798） ウスバキトンボ

Orthetrum albistylum speciosum （Uhler, 1858） シオカラトンボ

表11　門田本町の記録（昭和戦前期）
学　　　名 和　名

ヤンマ科 　

Anaciaeschna martini （Selys, 1897） マルタンヤンマ

Polycanthagyna melanictera （Selys, 1883） ヤブヤンマ（標）

Anax parthenope julius Brauer, 1865 ギンヤンマ（標）

Anax nigrofasciatus nigrofasciatus Oguma, 1915 クロスジギンヤンマ（標）

サナエトンボ科 　

Sinictinogomphus clavatus clavatus （Fabricius, 1775） ウチワヤンマ（標）

Melligomphus viridicostus （Oguma, 1926） オナガサナエ（標）

Shaogomphus postocularis （Selys, 1869） ホンサナエ（標）

Asiagomphus melaenops （Selys, 1854） ヤマサナエ

エゾトンボ科 　

Epitheca marginata （Selys, 1883） トラフトンボ

Somatochlora uchidai Forster, 1909 タカネトンボ

トンボ科 　

Sympetrum darwinianum （Selys, 1883） ナツアカネ（標）

Sympetrum gracile Oguma, 1915 ナニワトンボ

Sympetrum infuscatum （Selys, 1883） ノシメトンボ

Sympetrum frequens （Selys, 1883） アキアカネ（標）

Deielia phaon （Selys, 1883） コフキトンボ（標）

Orthetrum albistylum speciosum （Uhler, 1858） シオカラトンボ（標）

Orthetrum melania melania （Selys, 1883） オオシオカラトンボ（標）

表12　門田本町の記録（今回の調査）
学　　　名 和　名

アオイトトンボ科 　

Lestres temporalis Selys, 1883 オオアオイトトンボ

イトトンボ科 　

Ischnura senegalensis （Rambur, 1842） アオモンイトトンボ

ヤンマ科 　

Anax parthenope julius Brauer, 1865 ギンヤンマ

Anax nigrofasciatus nigrofasciatus Oguma, 1915 クロスジギンヤンマ

サナエトンボ科 　

Sinictinogomphus clavatus clavatus （Fabricius, 1775） ウチワヤンマ

Sieboldius albardae Selys, 1886 コオニヤンマ

トンボ科 　

Rhyothemis fuliginosa Selys, 1883 チョウトンボ

Sympetrum risi risi （Selys, 1872） リスアカネ

Pseudothemis zonata （Burmeister, 1839） コシアキトンボ

Crocothemis servilia mariannae Kiauta, 1983 ショウジョウトンボ

Pantala flavescens （Fabricius, 1798） ウスバキトンボ

Orthetrum albistylum speciosum （Uhler, 1858） シオカラトンボ

Orthetrum melania melania （Selys, 1883） オオシオカラトンボ

Libellula quadrimaculata asahinai Selys, 1883 ヨツボシトンボ
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木の生い茂る良好な湿地に生息する（尾園，2017）こと
から，当時はそのような環境であったことがうかがえ
る。今回の調査では東山貯水池のあったと思われる東山
公園，操山で調査を行った。操山は奥市，沢田，円山の
３地域からなるが奥市に関しては水域が確認できなかっ
たため対象地域から外した。
　東山公園は，水域が噴水のみでトンボの生息環境は確
認できなかった。一方，円山の池は山中にあることか
ら，樹木に囲まれている池が多数確認でき水生植生のあ
る池では多種のトンボを確認することができた。しか

し，そのどちらにおいてもナニワトンボを確認すること
はできなかった（表13，14）。なお沢田の結果について
は表７を参照いただきたい。

４．考察
（１）地球温暖化の影響
　今回の調査でタイワンウチワヤンマを採集した。本種
は1979年に岡山県で初記録（佐藤，1993）されて以降，
生息数を増やしており分布を北上させている。内陸部は
気温が下がりやすく，海沿いを中心に分布を広げてい
ることから，気温との関係性が指摘されている（青木，
2000）。今回，昭和戦前期の記録では確認することがで
きないことから，温暖化の影響が考えられる。また在来
種である近縁のウチワヤンマと生息環境が重複してお
り，生態系への影響が考えられる。

（２）周辺環境
　昭和戦前期の記録では，門田でナニワトンボ，沢田に
ベッコウトンボの記録がある。ナニワトンボは樹々の隣
接した湿地，ベッコウトンボは抽水植物が繁茂し，開放
水面のまばらにみえる池を生息地とする（尾園，2017）。
特にベッコウトンボは県内において1964年の記録を最後
に確認されておらず（岡山県，1993），現在では岡山県
絶滅種に指定されている。このベッコウトンボの記録か
ら昭和戦前期には上記のような環境が想定できるが，本
研究では両種共に確認することができなかったため，現
在では消失したといえる。護岸による池の湿地状の部分
の消滅やアメリカザリガニによる水生植生の改変（大庭
ほか，2018）が大きな要因と考えられ，一見多種多様の
トンボが生息しているように見えても，少なからず影響
を受けている種が認められる。
　また沢田においては水生植生が壊滅的であったが，多
くの種を確認することができた。操山に接していること
から周辺の樹木がトンボにとっての給餌場や休憩場と
なっており，幼虫の生育環境としては限定的だとして
も，トンボにとって貴重な成虫の生息環境を提供してい
るといえる。
　そして昭和戦前期の百間川は現在に比べ川幅が狭かっ
たことが空中写真より確認できた。トンボの記録に残さ
れていないだけの可能性はあるが，生息できた流水系の
トンボの種は限られていたと思われる。昭和戦前期と比
べ，多種多様な植生が維持されていることや，河川の
幅，ことに水深が深くなったことでトンボの種数が増加
したと考えられる。

（３）人の関わり方の変化
　今回の調査では主に水田に生息するアキアカネ，ノシ

表13　東山貯水池の記録（昭和戦前期）
学　　　名 和　名

エゾトンボ科 　

Somatochlora uchidai Forster, 1909 タカネトンボ

トンボ科 　

Sympetrum gracile Oguma, 1915 ナニワトンボ

表14　東山の記録（昭和戦前期）
学　　　名 和　名

ヤンマ科 　

Anaciaeschna martini （Selys, 1897） マルタンヤンマ

サナエトンボ科 　

Asiagomphus melaenops （Selys, 1854） ヤマサナエ

エゾトンボ科 　

Epitheca marginata （Selys, 1883） トラフトンボ

Somatochlora uchidai Forster, 1909 タカネトンボ

トンボ科 　

Sympetrum gracile Oguma, 1915 ナニワトンボ

表15　円山の記録（今回の調査）
学　　　名 和　名

アオイトトンボ科 　

Lestres temporalis Selys, 1883 オオアオイトトンボ

イトトンボ科 　

Paracercion calamorum calamorum （Ris, 1916） クロイトトンボ

Paracercion melanotum （Selys, 1876） ムスジイトトンボ

ヤンマ科 　

Anax parthenope julius Brauer, 1865 ギンヤンマ

サナエトンボ科 　

Sinictinogomphus clavatus clavatus （Fabricius, 1775） ウチワヤンマ

Ictinogomphus pertinax （Selys, 1854） タイワンウチワヤンマ

Trigomphus ogumai Asahina, 1949 オグマサナエ

Trigomphus interruptus （Selys, 1854） フタスジサナエ

ヤマトンボ科 　

Epophthalmia elegans elegans （Brauer, 1865） オオヤマトンボ

トンボ科 　

Sympetrum darwinianum （Selys, 1883） ナツアカネ

Sympetrum risi risi （Selys, 1872） リスアカネ

Deielia phaon （Selys, 1883） コフキトンボ

Pseudothemis zonata （Burmeister, 1839） コシアキトンボ

Orthetrum albistylum speciosum （Uhler, 1858） シオカラトンボ

Orthetrum melania melania （Selys, 1883） オオシオカラトンボ

Libellula quadrimaculata asahinai Selys, 1883 ヨツボシトンボ
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メトンボが全く確認できなかった。両種は近年減少して
いる種で，イミダクロプリド，フィプロニル等の箱処
理剤の影響が衰退要因と考えられている（神宮字ほか，
2009）。現代の農薬の使用量は高度経済成長期に比べ減
少しているが，昭和戦前期の農薬は大部分が無機化合物
か，天然の殺虫成分を利用した天然有機化合物で，合成
有機化合物はわずかであった（井上，1960）ことから昭
和戦前期に比べると上がっているのが現状である。
　またアキアカネとノシメトンボの減少と箱処理剤の出
荷量との関連性もみられている（二橋，2012）ことから
幼虫の時期を水田で生息するトンボにとって農薬の影響
は少なくないと考えられる。また殺虫剤によるヤゴの餌
の減少や（菅ほか，2002），水田の乾田化の影響も示唆
されており（若杉・藤森，2005），効率を優先した農業
の影響といえる。

（４）レッドデータブック記載種について
　今回の調査で２種のレッドデータブック記載種を得る
ことができた。

　オグマサナエ
　岡山県野生動植物調査検討会（2020a）によれば，池
沼開発や薬剤散布によって数を減少させている種で準絶
滅危惧種に指定されている。現地調査では沢田，円山，
原尾島で確認することができた。いずれも幼虫を確認す
ることはできなかったが，原尾島においては連結個体を
確認しており，繁殖地となっている可能性が高い。

　ムスジイトトンボ
　岡山県野生動植物調査検討会（2020a）によれば，本
種は今後も調査が必要な種として情報不足とされてお
り，倉敷市と浅口市から記録がされているが，それ以降
の記録はない。現地調査において円山で確認しており，
新たな産地といえる（第６図）。

５．結論
　本研究では，昭和戦前期と現在のトンボ相の比較から
現代とは異なる人間の暮らしや温暖化等の環境変化の影
響を検討した。昭和戦前期の資料から抽出した地名を現
在の地名に比定し，現地調査地とし，その結果から比較
を行った。
　その結果，大半の調査地の生息環境が悪化したが，そ
の一方環境の好転した原尾島や，記録の少なさから比較
困難の地域も確認された。
　昭和戦前期の記録では確認できたベッコウトンボやナ
ニワトンボを確認できなかったことから，それらの生息
環境である池や湿地の消失が考えられ，アキアカネやノ
シメトンボなど農薬の影響を受けやすいとされる種が確
認できなかったことから，昭和戦前期に比べ農薬の使用
量や毒性が上がったことが考えられた。また現地調査で
タイワンウチワヤンマを確認したことから昭和戦前期に
比べ，気温が上昇したことが考えられた。
　水生植生の確認できない池や護岸工事がなされている
池が多数確認できたが，そのような環境においても多種
の成虫を確認できたことから，幼虫は影響をうけるもの
の，トンボの成虫にとって重要な生息環境を提供してい
るといえる。

［付記］
　本研究は，第１著者の松本が令和２（2020）年度・岡
山理科大学・生物地球学部の卒業研究で実施した研究成
果の一部であり，その内容を第２著者の宮本が大幅に加
筆・修正した。
　岡山県環境文化部自然環境課の職員の皆様，岡山市在
住の武田雅生氏，武田寛生氏，烏城公園の職員の皆様，
生物地球学科地理学研究室のゼミ生や，地理・考古学
コースの諸先生等にもご助言をいただき，感謝申し上げ
ます。また，トンボの生態についてご教示いただいた倉
敷市の守安敦氏，産業技術総合研究所の二橋亮氏，昭和
戦前期のデータを提供してくださった倉敷市立自然史博
物館の奥島雄一博士に感謝申し上げます。
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おり，種名の和名および学名の配列もこれにしたがった。
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